
同 友 ぐ ん ま（�）20�2年 �2月号 第369号

369

2012

12
発行/群馬中小企業家同友会　〒371-0013　前橋市西片貝町1-300-5  ルアン第二ビル４Ｆ　TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666　E-mail g-douyu@po.wind.ne.jp

氏
の
言
葉
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
参
加
者

の
胸
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

基
調
講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
、「
自
社
の
生
き
る
道
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
」「
困
難
に
負
け
な
い
企
業
家

精
神
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。

自
社
の
方
向
性
や
将
来
像
、
経
営
者

自
身
の
生
き
方
な
ど
を
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
が
交
流
し
、
明
日
へ
の
確
か
な

ら
、
四
〇
億
円
超
の
畳
総
合
商
社

へ
〜
資
金
繰
り
地
獄
か
ら
の
逆
転

劇
！
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
飛
躍
し

続
け
る
同
社
の
道
の
り
を
振
り
返

り
、
何
度
も
厳
し
い
壁
を
乗
り
越

え
る
な
か
で
得
た
学
び
や
教
訓
を

忌
憚
な
く
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
創
造
に

挑
戦
す
る
」「
全
員
が
同
じ
ベ
ク
ト

ル
を
持
つ
」
な
ど
、
時
代
の
変
化

や
業
界
の
常
識
に
捉
わ
れ
な
い
会

社
づ
く
り
を
実
践
し
て
き
た
橘
高

見
出
せ
自
社
の
生
き
る
道
！

2
0
1
2
経
営
研
究
集
会
を
開
催

い
「
見
出
せ
自

社
の
生
き
る

道
！
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、

熱
気
溢
れ
る
大

会
と
な
り
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
の

講
師
に
は
、
典

型
的
な
斜
陽
産

業
の
畳
業
界
に

あ
っ
て
、
大
き

な
成
長
を
続
け

る
畳
総
合
メ
ー

カ
ー
、
㈱
キ
ツ

タ
カ
、
社
長
・

橘
高
勝
人
氏

（
東
京
同
友
会
）

を
迎
え
、「
年

商
一
八
〇
〇
万

円
の
畳
屋
か

　

十
一
月
九
日
（
金
）、
桐
生
プ
リ
オ

パ
レ
ス
を
会
場
に
「
二
〇
一
二
経
営

研
究
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
内
外
か
ら
総
勢
一
五
〇
名
が
集

ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
事
業

転
換
の
見
極
め
、
実
行
速
度
の
早
さ

に
感
動
し
た
」「
中
小
企
業
の
歩
む
道

を
示
し
て
も
ら
え
た
よ
う
に
思
う
」

「
生
き
残
る
た
め
に
は
、
や
は
り
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
だ
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

(

詳
細
は
次
号
一
月
同
友
ぐ
ん
ま
に
て

特
集
し
ま
す)
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十
月
十
七
日
（
水
）、
群
馬
県
公

社
総
合
ビ
ル
を
会
場
に「
前
橋
支
部
・

高
崎
支
部
合
同
例
会
」
を
開
催
。
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
も
含
め
て
総
勢
五
十
名

が
参
加
し
、
支
部
の
垣
根
を
越
え
て

学
び
あ
い
ま
し
た
。

　

今
月
の
合
同
例
会
は
、
会
員
拡
大

の
一
環
と
し
て
企
画
。
副
代
表
理
事

で
経
営
研
究
部
会
長
で
も
あ
る
グ
リ

ン
リ
ー
フ
㈱
、
社
長
・
澤
浦
彰
治
氏

を
報
告
者
に
迎
え
、「〝
感
動
農
業
〟

実
践
中
！
〜
自
社
の
あ
ゆ
み
は
同
友

会
で
の
学
び
と

共
に
〜
」
と
題

し
て
、
自
身
の

こ
れ
ま
で
の
経

営
体
験
、
同
友

会
で
の
学
び
を

率
直
に
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

澤
浦
氏
は
会

社
概
要
に
続

き
、
同
社
の
経

営
理
念
「
感
動

農
業
、
人
づ
く

り
・
土
づ
く
り
」

に
辿
り
着
く
ま

で
の
経
緯
を
紹

介
。
同
友
会
で

経
営
指
針
書
の

作
成
に
取
り
組

み
、
社
員
と
共

自
社
の
あ
ゆ
み
は
同
友
会
で
の
学
び
と
共
に

自
社
の
あ
ゆ
み
は
同
友
会
で
の
学
び
と
共
に

前
橋
支
部
・
高
崎
支
部
10
月
合
同
例
会

に
会
社
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
点
に

つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、「
成
果
を
生

み
出
す
に
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
強
く
明
確
な
想
い
が
必
要
」と
、

企
業
経
営
に
お
け
る
経
営
理
念
の
必

要
性
を
力
説
。
さ
ら
に
「
結
果
に
繋

げ
る
に
は
、
そ
れ
を
確
実
に
実
行
す

る
こ
と
が
大
切
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
友
会
活
動
を
通
し
て
仲

間
か
ら
学
び
得
た
こ
と
に
つ
い
て

「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
の
経
験
」

「
東
日
本
大
震
災
時
の
対
応
」
な
ど
、

実
例
を
交
え
な
が
ら
報
告
。
異
分
野

の
人
た
ち
と
の
交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
重
要
性
は
、
今
日
ど
の

業
界
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
ま
し
た
。

　

会
社
設
立
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り

返
る
中
で
は
「
ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
人

は
成
長
で
き
る
し
、
進
む
べ
き
方
向

が
見
え
る
よ
う
に
思
う
」
と
述
べ
、

「
理
念
に
共
感
し
て
く
れ
る
仲
間
を

増
や
す
」「
お
金
は
オ
ー
プ
ン
に
す

る
」「
相
手
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
」
な
ど
、
成

長
発
展
の
過
程
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

学
び
や
教
訓
を
忌
憚
な
く
参
加
者
に
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披
露
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
、
前
橋
支
部
・
高
崎
支
部
の
両
会

員
が
入
り
乱
れ
て
意
見
交
換
。
経
営

理
念
の
重
要
性
、
社
員
と
の
関
わ

り
や
経
営
者
と
し
て
の
姿
勢
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
ト
ッ

プ
に
立
つ
者
の
経
営
力
、
人
間
力
、

ま
じ
め
さ
を
強
く
感
じ
た
」「
日
々

の
仕
事
の
中
で
実
践
出
来
る
気
付
き

を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
た
」
な
ど
が
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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十
月
十
八
日
（
木
）、
太
田
市
学

習
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
太
田

支
部
十
月
例
会
」
を
開
催
。
関
東
学

園
大
学
の
〝
地
域
連
携
（
産
業
界
）

講
座
〟
の
一
環
と
し
て
、
同
大
学
の

学
生
八
名
が
例
会
に
参
加
し
、
双
方

の
交
流
の
機
会
と
し
ま
し
た
。

　

地
域
連
携
講
座
は
、
地
域
企
業
と

の
密
着
を
図
り
、
企
業
活
動
の
一
端

を
学
生
に
触
れ
て
貰
う
こ
と
を
目
的

に
、
今
秋
開
講
し
た
同
大
学
の
新
し

い
講
座
。
太
田
支
部
と
の
連
携
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
支
部
長
ら
が
大
学
の

授
業
を
訪
れ
、「
学
生
生
活
に
望
ま

れ
る
こ
と
」「
雇
用
す
る
立
場
の
意

見
・
要
望
」「
学
生
と
社
会
人
の
違
い
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
和
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

報
告
者
に
は
、「
経
営
指
針
を
つ

く
る
会
」
で
十
五
年
以
上
に
渡
り
中

心
指
導
員
と
し
て
活
躍
す
る
、
㈱
Ｗ

Ｍ
Ｃ
、代
表
取
締
役
・
山
口
勝
氏
（
前

橋
支
部
所
属
）
を
迎
え
、「
経
営
者

の
仕
事
と
は
？
〜
大
転
換
期
の
今
、

や
る
べ
き
こ
と
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

経
営
指
針
づ
く
り
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

随
所
に
交
え
な
が
ら
、
学
生
に
も
分

か
り
や
す
く
話
し
ま
し
た
。

　

山
口
氏
は
、
日
本
・
地
域
経
済
の

変
遷
や
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

を
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
説
明
。
そ

う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
経
営
者

に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
触
れ
、「
洞
察
力
（
本
質
を

見
極
め
る
力
）
と
先
見
性
（
先
を
見

る
力
）
が
大
切
。
現
場
は
三
日
先
、

管
理
者
は
三
ヶ
月
先
、
経
営
者
は
三

年
先
を
見
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
持
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
同
友
会
発
行
）
の
第
一
章
〝
経

営
者
の
責
任
〟
に
基
づ
き
、
そ
の
内

　

十
月
二
十
三
日
、『
自
社
の
魅
力

を
再
発
見
し
、未
来
を
考
え
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
沼
田
支
部
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
沼
田
支
部
会
員
三
社
で

制
作
し
た
利
根
沼
田
の
良
い
と
こ
ろ

を
ま
と
め
た
「
感
動
ム
ー
ビ
ー
」
を

上
映
。
そ
の
後
、
農
園
星
ノ
環
の
星

野
氏
の
リ
ー
ド
で
理
想
の
会
社
に
つ

い
て
参
加
者
全
員
で
考
え
、
模
造
紙

に
書
き
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
呼
び
水
と
し
て
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
じ
っ
く
と
討
論
。
自
社
の
良

さ
と
将
来
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ム
ー
ビ
ー
で
紹
介
さ
れ
た
利
根
沼

田
の
魅
力
も
そ
う
で
し
た
が
、
各
社
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と
も
案
外
、
普
通
に
思
え
る
こ
と
が

外
か
ら
見
る
と
会
社
の
魅
力
で
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
を
感
じ
と
り
合
っ
た

例
会
で
し
た
。

理
想
の
会
社
と
は
?!

理
想
の
会
社
と
は
?!

沼
田
支
部
10
月
例
会

関
東
学
園
大
学
〝
地
域
連
携
講
座
〞

関
東
学
園
大
学
〝
地
域
連
携
講
座
〞

太
田
支
部
10
月
例
会

容
を
一
つ
一
つ
咀
嚼
し
て
紹
介
。
特
に

〝
自
社
経
営
の
主
要
数
値
の
正
確
な

把
握
〟
の
項
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

「
皆
さ
ん
は
売
る
こ
と
も
作
る
こ
と

も
プ
ロ
。
そ
こ
に
財
務
が
加
わ
れ
ば

鬼
に
金
棒
。
ぜ
ひ
同
友
会
で
経
営
指

針
書
を
作
成
し
よ
う
」と
呼
び
掛
け
、

報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
先
を
見

通
す
の
は
厳
し
い
業
界
だ
が
、
臨
機

応
変
に
対
処
で
き
る
体
力
を
つ
け

る
」「
ど
れ
も
大
事
で
課
題
は
山
積
。

地
道
に
企
業
変
革
に
取
り
組
み
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
経
営
者
か
ら
述

べ
ら
れ
る
一
方
、「
若
者
も
理
念
を

持
っ
て
生
き
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
」

「
事
業
承
継
は
親
や
先
祖
を
大
切
に

す
る
こ
と
。
自
分
は
大
切
に
で
き
て

い
な
い
か
も
…
」
な
ど
、
学
生
の
素

直
な
感
想
も
討
論
の
ス
パ
イ
ス
と
な

り
、
い
つ
も
以
上
の
盛
り
上
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。
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十
月
十
六
日
（
火
）、
伊
勢
崎
プ

リ
オ
パ
レ
ス
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支

部
十
月
例
会
」
を
開
催
。
来
年
三
月

末
に
金
融
円
滑
化
法
の
最
終
期
限
が

到
来
す
る
こ
と
を
受
け
、
ア
イ
オ
ー

信
用
金
庫
、
経
営
相
談
部
副
部
長
・

久
我
晃
弘
氏
を
招
き
、「
金
融
円
滑

化
法
の
出
口
戦
略
〜
企
業
が
今
、
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
金
融
機
関
の
立

場
か
ら
率
直
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

久
我
氏
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二

月
の
金
融
円
滑
化
法
施
行
か
ら
今
日

に
至
る
流
れ
を
時
系
列
で
説
明
。「
貸

付
条
件
の
変
更
（
リ
ス
ケ
）
に
〝
と

に
か
く
応
じ
る
〟
と
い
う
ス
タ
ン
ス

が
、
最
初
の
延
長
後
、
経
営
改
善
・

事
業
再
生
の
必
要
性
を
強
く
打
ち
出

す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
本
年
三

月
の
最
終
延
長
に
つ
い
て
は
、
終
了

後
の
混
乱
回
避
の
準
備
期
間
的
な
意

味
合
い
も
持
っ
て
い
る
」
と
、
金
融

監
督
指
針
の
変
化
等
の
ポ
イ
ン
ト
を

今
後
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
確
保

で
き
る
見
通
し
が
立
つ
か
ど
う
か
で

あ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
同
法
終
了
に
伴
う
企
業

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、「
条
件
変
更

申
込
に
対
す
る
実
行
率
が
維
持
さ
れ

る
か
は
不
透
明
。
応
じ
る
の
が
難
し

い
場
合
は
、
お
の
ず
と
厳
し
い
対
応

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
」
こ
と
を
指

摘
。「
事
業
の
継
続
可
能
性
と
経
営

者
の
意
欲
が
伝
わ
る
〝
積
極
的
な
情

報
開
示
〟
を
お
願
い
し
た
い
」
と
、

財
務
状
況
の
説
明
や
経
営
計
画
書
の

作
成
な
ど
を
通
し
て
、
企
業
と
金
融

機
関
が
共
に
考
え
て
い
く
土
壌
づ
く

り
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
、
ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫
の
支
店
長

ら
五
名
が
参
加
し
意
見
交
換
。「
各

方
面
に
終
了
の
余
波
が
表
れ
る
の

で
、し
っ
か
り
準
備
す
る
こ
と
」「
円

滑
化
法
に
甘
え
て
い
て
は
良
い
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
は
生
ま
れ
な
い
」「
い

か
な
る
経
営
環
境
に
お
い
て
も
…
と

い
う
、
同
友
会
の
精
神
を
大
切
に
し

た
い
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

金
融
円
滑
化
法
の
出
口
戦
略

金
融
円
滑
化
法
の
出
口
戦
略

伊
勢
崎
支
部
10
月
例
会

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は
お
客
様
と

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は
お
客
様
と

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

踏
ま
え
な
が
ら
、
同
法
の

大
ま
か
な
動
き
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
四
月
に
策
定
さ
れ

た
「
中
小
企
業
の
経
営
支

援
た
め
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
に
関
し
て
は
、
経
営

改
善
期
・
事
業
再
生
期
・

事
業
整
理
期
の
債
務
者
類

型
に
応
じ
た
経
営
支
援
内

容
を
紹
介
。
債
務
者
類

型
の
判
断
材
料
と
し
て
、

「〝
事
業
の
継
続
可
能
性
〟

と
〝
経
営
者
の
意
欲
〟
が

大
切
。継
続
可
能
性
と
は
、

製造販売元
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十
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
渋
川

吾
妻
支
部
例
会
は
、
恒
例
の
「
社
員

と
い
っ
し
ょ
に
学
び
合
う
例
会
」
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
私
の
会
社
の

良
い
点
と
課
題
』。
は
じ
め
に
カ
ン

サ
ン
㈱
の
林
健
樹
氏
が
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
社
員
目
線
で
問
題
提
起
を
行

い
ま
し
た
。

　

林
氏
は
ま
ず
、
自
身
の
生
い
立
ち

を
紹
介
。
劇
団
い
ろ
は
、
そ
し
て
青

年
座
と
、
も
と
も
と
俳
優
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
当
時
の
交
友
関
係
を
語
る

中
に
登
場
し
た
著
名
な
俳
優
陣
に
は

参
加
者
全
員
が
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
俳
優
を
辞
め
事
業
を
営

ん
だ
経
験
や
、
群
馬
に
移
り
住
み
今

の
会
社
に
入
社
す
る
ま
で
の
い
き
さ

つ
は
、
と
て
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
物

語
の
よ
う
で
し
た
。

　

本
題
の
自
社
の
良
い
点
に
つ
い
て

林
氏
は
、「
入
社
当
時
か
ら
発
言
の

場
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
よ
う
と
努

　
「
と
に
か
く
経
営
に
つ
い
て
語

り
合
お
う
！
パ
ー
ト
２
〜
経
営
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
〜
」
と
題
し
て
、
前
回

例
会
で
行
っ
た
〝
経
営
課
題
の
洗

い
出
し
〟
を
踏
ま
え
、
経
営
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
対
策
を
考
え

る
例
会
を
企
画
。〝
対
策
検
討
シ
ー

ト
〟
に
基
づ
い
て
、
各
社
が
抱
え

る
業
績
・
お
金
・
人
な
ど
の
課
題

を
解
決
す
べ
く
、
グ
ル
ー
プ
討
論

を
中
心
に
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
〝
新
規
顧
客
の
開
拓
〟
に
つ
い

て
は
、「
選
択
肢
を
増
や
す
」「
ネ
ー

ミ
ン
グ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
こ
だ
わ

る
」「
来
店
す
る
理
由
を
つ
く
る
」

な
ど
の
意
見
。〝
社
内
の
人
間
関
係

や
人
材
育
成
〟
に
つ
い
て
は
、「
社

員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
」「
個
人
面

談
を
行
う
」「
力
量
評
価
表
の
作
成
」

経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
…

経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
…

桐
生
支
部
10
月
例
会

アルミ精密部品の切削加工メーカー

有限会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

『同友ぐんま（通常号）』 広告募集

＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡をお願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）

力
を
惜
し
ま
な
い
こ

と
」「
夢
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
、
時
の
流

れ
を
き
ち
ん
と
見
て

い
る
上
司
」「
み
ん

な
で
幸
せ
に
な
ろ
う

と
い
う
仲
間
意
識
」

「
新
し
い
こ
と
を
学

ぶ
場
が
与
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
」等
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
例
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
課
題
、
そ

れ
は
言
い
換
え
れ
ば

展
望
で
も
あ
る
と
思

う
」
と
林
氏
は
語

私
の
会
社
の
良
い
点
と
課
題

私
の
会
社
の
良
い
点
と
課
題

渋
川
吾
妻
支
部
10
月
例
会

り
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
存
在
価

値
に
気
づ
き
、
動
機
づ
け
が
す
す
め

ば
、
更
に
素
晴
ら
し
い
会
社
に
な
る

と
思
っ
て
い
る
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
経
営
者
か
ら
は
「
林
さ

ん
は
経
営
者
以
上
に
勉
強
し
て
い
て

大
変
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
も
っ
と

頑
張
り
ま
す
」「
当
社
に
も
こ
ん
な

人
材
が
早
く
育
っ
て
く
れ
た
ら
…
」

等
な
ど
の
意
見
が
、
そ
し
て
社
員
か

ら
は
「
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ

と
実
感
し
た
」「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
自
分
も
信
用
さ
れ
る
よ

う
に
頑
張
ろ
う
と
思
う
」
な
ど
の
感

想
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
実
践
事
例

の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
掘

り
下
げ
て
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
３
が
企
画
さ
れ
る
と
す
れ

ば〝
結
果
報
告
例
会
〟で
し
ょ
う
か
？

今
か
ら
楽
し
み
で
す
！
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

㈲クチキテック
朽木　康氏 氏（沼田支部所属）

顧客の心をつかむ
　　　クチキテックニュース
顧客の心をつかむ
　　　クチキテックニュース
顧客の心をつかむ
　　　クチキテックニュース

▼
会
社
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

沼
田
市
に
会
社
を
構
え
、
一
般
住

宅
の
塗
装
工
事
業
を
営
ん
で
い
ま

す
。

　

岩
手
県
で
生
ま
れ
、
二
十
代
ま
で

農
業
に
従
事
す
る
も
挫
折
、
三
十
歳

の
と
き
に
群
馬
県
の
訪
問
販
売
系
の

塗
装
工
事
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
八
年
に
一
念
発
起

し
て
創
業
し
、
お
陰
様
で
十
五
年
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
職
人
で
は
な
く
営
業
出

身
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
、
業
界

の
常
識
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
採

算
が
合
わ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
高

品
質
・
高
機
能
塗
装
に
特
化
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

目
先
の
損
得
で
は
な
く
、
五
年
、

十
年
経
っ
て
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
本
当
の
意
味
で
顧
客
の
た
め

に
な
る
仕
事
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

ま
す
。

▼
仕
事
上
の
こ
だ
わ
り
は
？

　

塗
装
業
は
下
請
け
中
心
の
業
態
が

一
般
的
で
す
が
、
当
社
は
一
〇
〇
％

元
請
け
で
す
。
そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
訪
問
販
売
系
の
業
者
を
除

け
ば
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
が
あ
り

所在地／沼田市戸鹿野町324-3
連絡先／TEL 0278−22−0691
URL／http://www.kuchikitec.jp/

ま
せ
ん
。

　

下
請
け
だ
と
仕
事
が
不
安
定
だ
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
元
請
け

に
こ
だ
わ
る
の
は
「
顧
客
と
の
直
接

的
な
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
た
い

か
ら
な
ん
で
す
。
特
に
一
般
住
宅
の

お
客
様
が
求
め
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

の
で
、
中
途
半
端
な
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
材
料
の
調
達
や
工
程
管
理
の

徹
底
な
ど
、
妥
協
し
な
い
仕
事
に
真

摯
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

塗
料
メ
ー
カ
ー
と
の
密
な
連
携
に
よ

り
、
新
製
品
の
特
長
や
欠
点
、
ト
ラ

ブ
ル
の
対
処
法
や
調
査
環
境
も
同
時

に
つ
く
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

▼
同
社
の
折
込
ニ
ュ
ー
ス
は
地
元
で

有
名
で
す
よ
ね

　

今
日
の
経
済
状
況
で
生
き
残
っ
て

い
る
会
社
は
、
す
で
に
一
定
の
水
準

に
達
し
て
い
ま
す
か
ら
、
技
術
力
は

あ
っ
て
当
た
り
前
で
、
す
ば
ら
し
い

商
品
だ
か
ら
と
い
っ
て
売
れ
る
と
も

限
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
戦
略
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
場
合
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
顧
客
と

の
信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

そ
の
重
要
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
が
『
ク

チ
キ
テ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
（
折
り
込
み

チ
ラ
シ
）』
で
す
。

　

創
刊
は
九
年
ほ
ど
前
で
す
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
チ
ラ
シ
で
は
顧
客

の
心
に
響
か
な
い
と
感
じ
、
自
社
独

自
の
チ
ラ
シ
作
成
方
法
を
研
究
し
ま

し
た
。
そ
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
は

「
手
書
き
」「
単
色
」「
ガ
リ
版
印
刷
」

の
学
級
新
聞
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
で
し

た
。

　

紙
面
の
半
分
は
暮
ら
し
を
楽
し
む

た
め
の
「
生
活
者
と
し
て
の
情
報
」

で
す
。
残
り
半
分
が
「
塗
装
情
報
」

で
す
が
、
こ
れ
も
専
務
（
夫
人
）
が

分
か
り
や
す
く
表
現
し
て
く
れ
て
い

る
の
で
、
飾
り
気
の
な
い
等
身
大
の

情
報
と
し
て
、
読
者
の
心
に
伝
わ
っ

て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、
他

社
に
は
真
似
の
で
き

な
い
も
の
と
し
て
、

地
域
の
皆
様
に
支
持

し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
今
後
の
展
開
は
？

　

当
社
は
二
〇
〇
九

年
に
初
め
て
社
員
を

採
用
し
ま
し
た
。
以

後
、
同
友
会
の
社
員
研
修
会
も
積

極
的
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

十
一
年
間
夫
婦
二
人
で
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
採
用
を
き
っ
か
け
に
私

の
心
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
若
い
社
員
の
将
来
の

た
め
に
必
ず
良
い
会
社
に
し
な
け
れ

ば
」
と
い
う
強
い
責
任
感
で
す
。

　

そ
れ
故
に
、
こ
れ
ま
で
私
の
頭
の

中
だ
け
に
あ
っ
た
ク
レ
ー
ム
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
対
応
の
シ
ス
テ
ム
化
、
顧

客
の
声
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
幅
広

く
拾
い
上
げ
る
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

な
ど
、
組
織
と
し
て
の
仕
組
み
づ
く

り
を
徐
々
に
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
は
一
般
住
宅
だ
け
で
な
く
、

対
企
業
の
仕
事
も
積
極
的
に
受
注
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
ま
た
、
自
社

施
工
の
割
合
を
高
め
、
技
術
の
蓄
積

や
承
継
な
ど
も
、
社
員
と
と
も
に
す

す
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q 

&

      

A
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【「とろたまメンチ」発売】　　  ㈱ロイヤルフーズ
　食肉店、焼き肉店を展開する上州ミート（㈱ロイ
ヤルフーズ、常務取締役・小池和弘氏／前橋支部所
属）はこのほど、「とろたまメンチ」（税込み300
円）を発売した。半熟の目玉焼きとの絶妙なバラン
スが特徴で、大手居酒屋チェーン・つぼ八のグラン
ドメニューにも加わった。同社はオリジナル惣菜と
して「上州麦豚コロッケ」「上州牛コロッケ」「上
州麦豚まん」「ＴＯＮ太とＴＯＮ子の上州麦豚カ
レー」などを販売、シリーズ化させている。「とろ
たまメンチ」はメンチバラの上に半熟の目玉焼きを
載せ、衣で包んで揚げてある。総量は110gとボリ
ューム満点。味が染み込んでいるので調味料は付け
ず、そのまま食べるのがお勧めという。
　五十嵐社長の話「ハンバーグと目玉焼きの相性が
良いように、メンチと、とろり卵の相性も抜群。ぜ
ひ試してほしい」　　　　　　　  ［11/1付ぐん経］

【「スマートストーブ」を共同開発】
㈱上野商店／㈱ペリテック

　軽井沢暖炉・㈱上野商店、代表取締役・上野正一
氏（高崎支部所属）は、計測機器・テスター開発の
㈱ペリテック、代表取締役・平豊氏（高崎支部所
属）と共同で、インターネットで薪（まき）ストー
ブの温度がリアルタイムで分かる「スマートストー
ブ」を開発した。ストーブの温度を測るセンサーと
サーバーをインターネットで結び、ストーブの使用
状況を24時間見守る安心サービスで、12月から既存
の薪ストーブユーザーに無償貸与を始める。上野社
長は「効率の良いストーブの燃え方を知ってもらう
ことで、薪の使用量を減らすことができる。スマー
トストーブで全員がベテランユーザーになってほし
い」と話している。
　３〜４日に高崎問屋街センターで開かれた「たか
さき産業祭2012」に同社はスマートストーブのデモ
ンストレーション機を出展。地球温暖化防止や二酸
化炭素（CO2）削減の機運の高まりもあって、薪ス
トーブは来場者の関心を集めていた。

［11/8付ぐん経］

【電磁波ノイズ測定機100万円以下で】
㈱ペリテック

　各種試験・検査装置開発の㈱ペリテック、代表取
締役・平豊氏（高崎支部所属）はこのほど、超低価
格電磁波ノイズ測定機「EMV-nano」を開発、販売
を開始した。機能を絞り込むことで、従来の高機能
測定機の10分の１程度の価格となる100万円以下を
実現したほか、LED照明用に特化した測定機もラ
インアップ。さまざまな電子機器が氾濫、多機能化
する中、これらの機器から発生する電磁波が、ほか
の電子機器の誤作動を誘発することが課題となって
おり、製造会社はもちろん、商社などからも注目を
集めそうだ。
　平豊社長の話「LED照明などでも電磁波の規制
は厳しくなってきており、低価格装置の需要は高ま
っている。これからも市場のニーズにマッチした商
品を提供していきたい」              ［11/8付ぐん経］

【グラウンドゴルフの設置時間半減】     ㈱ニチヨー
　スポーツ用品製造の㈱ニチヨー、代表取締役・下
山茂氏（太田支部所属）は高齢者らに人気のグラウ
ンドゴルフで、手軽に組み立てられるホールポスト
を開発した。旗を付けるポールをポストの穴に差し
込むだけで設置できる。設置時間が従来の半分程度
になるという。
　グラウンドゴルフはクラブでボールを打ち、ホー
ルポストにできるだけ少ない打数で入れるゲーム。
従来はネジのように回してポールとポストをつなぎ
合わせていたが、開発した「ワンタッチホールポス
ト」はポールを差し込んでスライドさせるだけで装
着できる。
　価格は5,775円で全国のスポーツ用品店やインタ
ーネットを通じて販売する。グラウンドゴルフは規
格化されたコースが不要なうえ、ルールが簡単なこ
となどから高齢者を中心に競技人口が増えている。

［11/16付日経］

【発泡スチロール溶融機が好評】  ㈱ムラオカ鉄工所
　金属切削加工を手掛ける㈱ムラオカ鉄工所、製造
部長・村岡功晃氏（太田支部所属）は、発泡スチロ
ール溶融機「プロメルター」（電気式）シリーズが
好評だ。20年前に販売をスタートしたものだが、質
の高いインゴットが生産できるのはもちろん、独自
のシンプル構造（特許出願済み）による故障の少な
さが評価を受け、これまでに関東地区を中心に400
台以上を納品。多くのメーカーが淘汰されていく
中、長年続く信頼に対する評価は高まり、新規採用
のほか、他メーカー品からの入れ替え需要も増えて
おり、今後は関西地区にも積極的にＰＲしていく方
針だ。
　村岡幾夫社長の話「丈夫過ぎてなかなか、買い換
えてもらえないというジレンマはあるが（苦笑）、
やはりそうしたことが、評価を受け、口コミで広ま
ってくれている。『発泡スチロール』はムラオカと
いうイメージを、より一層、高められるよう、良い
製品づくりはもちろん、アフターサービスにも力を
入れていきたい」                     ［11/15付ぐん経］

【会長就任】
　㈱太陽工業、代表取締役・福田真司氏（太田支部
所属）は、この度、「取締役会長」に就任しました。

【会社移転】
　ラッコカンパニー、代表取締役・石田明弘氏（前
橋支部所属）では、この度、下記のとおり会社を移
転しました。
〒371-0032　前橋市若宮町4−15−15

【社名変更＆社長就任】
　㈱鹿島自動車、専務取締役・奥野豊氏（伊勢崎支
部所属）では、この度、「㈱カーヴェルク」に社名
変更し、合わせて奥野氏が「代表取締役社長」に就
任しました。

【会員登録変更】
　㈱金井工事・亀岡晃氏（太田支部所属）では、こ
の度、「総務経理部長・矢部雅之氏」に会員登録を
変更しました。
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日
時　

十
一
月
十
三
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所
会
議
室

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
古
郡
、
山
岸
、
石

田
、
田
村
、
常
任
理
事
／
丹
羽
、
蜂

巣
、
丸
橋
、
岡
田
、
島
山
、
小
林
、

理
事
／
小
林
、
根
岸
、
植
杉
、
事
務

局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
保
坂
（
役
員

計
十
三
名
）

【
議　

事
】

　

山
岸
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
古
郡
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
開

会
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
総
務
会
報
告

　

議
長
よ
り
、
直
前
に
行
わ
れ
た
総

務
会
の
概
要
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
全
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

①
経
営
研
究
集
会
の
参
加
状
況
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
概
要
が
事
務
局
よ
り
報

告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
丹
羽
実
行
委

員
長
よ
り
、
御
礼
の
挨
拶
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

②
下
半
期
支
部
還
元
金
の
支
払
報
告

が
事
務
局
よ
り
な
さ
れ
ま
し
た
。

③
同
友
ぐ
ん
ま
及
び
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
広
告
掲
載
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

④
こ
の
度
発
刊
さ
れ
た
『
新
・
共
に

育
つ
』
が
事
務
局
よ
り
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

《
山
岸
副
代
表
の
報
告
も
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
一
冊
千
二
百
円
》

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
新
年
度
の
理
事
候
補
者
選
任
再

依
頼
に
つ
い
て

　

確
認
の
た
め
、
再
度
理
事
候
補
者

の
選
任
依
頼
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第７回新会員
ご紹介

11 月度常任理事会承認

〒370-0086　高崎市沖町486-80
ＴＥＬ：027-343-2979

FAX ：027−343−3610
建物等構造物の解体、土木工事

【紹介者／山岸良一】
釣り、ツーリング

高
崎
支
部

㈱上原産業

取締役社長

高　橋　良　宗
S48年生

会員名簿追加録（順不同・敬称略）
企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
四

名
、
退
会
者
三
名
を
承
認
。
会
員
数
は

四
四
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
デ
ー
タ
か
ら
群
馬

は
、
退
会
率
が
極
め
て
低
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
入
会
率
が
そ
れ
以
上
に

低
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
自
信
を
持
っ

て
増
や
す
こ
と
に
専
念
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅲ
．
審
議
事
項（
ま
た
は
意
見
交
換
）

　

参
考
資
料
と
し
て
配
付
さ
れ
た
各

種
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
黒
岩
事
務
局

長
が
説
明
の
後
、
「
デ
ー
タ
に
基
づ

く
仲
間
づ
く
り
の
方
向
性
」
を
テ
ー

〒370-0851　高崎市上中居町767-1

　私は、ＮＰＯ法人相続アドバイザー協議会認定
会員です。相続というと、どこへ相談してよいか
悩んでるお客様が多いので、不動産を通して対策
や活用を提案していきたいと考えております。ど
なたでもぜひご相談ください。よろしくお願いし
ます。

ＴＥＬ：027-324-2083

FAX ：027−324−2084
不動産取引業

【紹介者／竹野谷周久】
ドライブ、旅行、アウトドア、乗馬

高
崎
支
部

コル・コーポレーション㈲

専務

古　越　俊　介
S55年生

〒372-0812　伊勢崎市連取町1861-5 システムビル202

　平成20年に設立した法律事務所で、取扱業務は民
事・刑事・家事全般です。不法行為・労働問題・債権
回収を中心に、弁護士２名体制で充実した法的サービ
スを提供できるよう日々研鑽しております。同友会への
参加を通じて皆様と交流、勉強させていただきたいと
考えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

ＴＥＬ：0270-75-3800

FAX ：0270−75−3900
弁護士業務

【紹介者／内山修一】
旅行

伊
勢
崎
支
部

村上大樹法律事務所

所長・弁護士

村　上　大　樹
S49年生

〒376-0101　みどり市大間々町大間々1937-4

　当社は情報システム開発、パッケージソフト販
売・サポート等、ＩＴ関連事業に携わって15期目の
会社です。今期よりコンサルティング事業に取り
組む事となり、中小企業経営者の「経営とＩＴ」に
対する考え方を直接お聞かせ頂き、今後の事業運
営に活かして行ければと思い入会しました。

ＴＥＬ：0277-72-2450

FAX ：0277−72−2453
情報システム設計・開発・販売、経営コンサルティング

【紹介者／丸橋正幸】
スポーツ観戦（野球・サッカー）

桐
生
支
部

㈲アザミ

代表取締役

阿左美　義　春
S36年生

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
理
事
会
の
開
催

日
程
確
認

　

第
八
回
理
事
会
を
左
記

の
通
り
開
催
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
：
十
二
月
十
一
日
（
火
）

　
　

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・

　
　

会
議
室

※
終
了
後
に
は
支
部
長
会

議
が
開
か
れ
、
東
西
に
分

か
れ
て
合
同
例
会
の
打
合

せ
を
行
い
ま
し
た
。


